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【第１号議案】

令和４年度ふじさんネットワーク事業報告

１ 会議の開催

総会の開催

（１）日 時：令和４年６月 19 日 10 時 30 分～12 時 00 分

（２）場 所：プラサヴェルデ 402 会議室

（３）内 容：令和３年度事業報告・収支決算、令和４年度事業計画・収支予算等を議

案として提出し、全て承認された。

２ 情報発信事業

（１） 情報誌等の発行

ア 一般向けの情報誌（ふじさんネットワーク）

富士山の環境保全に関する幅広い情報を掲載した。

年２回（11 月、３月）、3,500 部ずつ発行した。

Ａ４判・８P・フルカラー。会員へのインタビュー記事を掲載

するとともに、多彩な写真を掲載し、読者に活動のイメージが

伝わりやすいよう工夫した。

イ 会員向けの情報誌（ふじさんネットワーク通信）

イベント情報等の最新情報等を掲載した。

Ａ４判・２Ｐ、会員人数分発行した（５回発行）。

ウ イベントにおける情報発信

令和５年２月 23 日、「富士山の日」フェスタ 2023（プラサヴ

ェルデ）において、ブース出展をして、ふじさんネットワーク及

び事業内容を周知した。

（２） ホームページの運営

ア 静岡県内外の多くの方に富士山の環境保全意識を高めるため、ホームページを

運営し、イベントや会員の情報発信等、富士山に関する多くの情報を発信した。

また、会員等に対して定期的に情報を発信するため、メールマガジンを配信した

（５回配信）。

イ ｢ふじさんネットワーク正会員｣の紹介動画の作成及び YouTube 発信

ふじさんネットワーク正会員の活動を広く周知することで、新型コロナウイル

スの影響で縮小した富士山に関する自然環境保全活動の気運を高め、関係団体の

活動の活性化を図る。（動画シリーズ名：富士山のまもりびと）

令和４年度は公益財団法人柿田川みどりのトラストの活動を紹介。

※ふじのくにメディア

チャンネル

（静岡県公式チャンネル）

で配信予定
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３ マナー啓発事業

富士山エコレンジャー事業

富士山の自然環境を後世に残すため、富士山憲章に基づき、来訪者に対する情報提

供やマナー啓発を実施した。令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

活動を縮小して実施した。

平成 29 年度から、富士山エコレンジャーを補佐する「富士山エコサポーター」の活

動を開始した。令和４年度のエコサポーター新規登録は２名。

エコサポーターは、所定の研修を受講しつつ、エコレンジャーとともに来訪者のマナ

ー啓発や安全指導に取り組んだ。

ア 活動実績（令和５年３月 31 日時点）

登録者数：エコレンジャー13 名、エコサポーター11 名、計 24 名

イ エコレンジャー及びエコサポーター登録式

富士山エコサポーターに新規登録された２名に対し、総会で増澤会長から登録

証を授与した。

ウ 合同活動

個別の活動以外にエコレンジャー連絡会として活動した。

※参加人数はエコレンジャー等の人数を示し、県職員等は含まない。

ａ 植生保全パトロール（登山実践の研修会と合わせて実施）

平成 25 年度に静岡県が実施した「富士山麓植生保全パトロール業務委託」実

施箇所の継続的なモニタリング。下表には、その中でも年間活動計画に記載さ

れている環境パトロールのうち該当するものを記載した。

年度 4～6月 7月 8月 9月 10～1 月 計

Ｒ２ 延べ６日 延べ３日 延べ 10 日 延べ 11 日 延べ 22 日 延べ 52 日

Ｒ３ 延べ 27 日 延べ 13 日 延べ８日 延べ７日 延べ 30 日 延べ 85 日

Ｒ４ 延べ 35 日 延べ 16 日 延べ 15 日 延べ９日 延べ 25 日 延べ 100 日

No 調査日 場 所 内 容 参加人数

１ ８/20
富士宮口五合目→六合目→宝

永火口→富士宮口五合目
次の視点により、登山道周辺の
植生にダメージがないか、パト
ロールを実施した。

・貴重な植物の採取、踏みつけ
・外来植物の侵入等の人為的な

影響
・動物による食害
・その他自然的な影響等

６人

２ ９/17
御殿場口五合目→幕岩→三辻→

四辻→二ツ塚→御殿場口五合目
５人

３ 10/８
水ヶ塚駐車場→御胎内→腰切

塚→水ヶ塚駐車場
５人

４ 11/12
水ヶ塚駐車場→御殿庭→ガラ
ン沢→旧料金所

７人

５ 12/３
旧料金所→ガラン沢→御殿庭
下→水ヶ塚駐車場

６人
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ｂ トレイルラン植生保全調査

「ウルトラトレイル・マウントフジ 2022 大会」大会前の雨天によりコース変
更となったため、保全調査は未実施。

ｃ UTMF（ウルトラトレイルマウントフジ）意見交換会

ｄ 富士山エコレンジャー・エコサポーター研修会

開催日 場 所 内 容 参加人数

９/20
山梨県富士河口湖町
（富士河口湖町中央公民館
視聴覚室）

2023 年大会に関する全体会議。主催者
及び関係者と、トレイルランニング大
会が環境に与える影響について議論
した。（幹事がリモート参加）

１人

No 研修日 講 師 場 所 内 容
参加
人数

１ ７/３ ふじさんネットワーク事務局 水ヶ塚駐車場
自然環境

(外来植物撲滅大作戦Ⅰ)
４人

２ 10/16

静岡県富士山世界遺産センター

大高教授 富士山環境

交流プラザ

歴史関係

５人
静岡昆虫同好会

清幹事
自然関係③（動物）

３ 11/３

NPO 富士山自然の森づくり

常葉大学社会環境学部

浅見准教授

根原県有地
自然環境

(草原性植生保全活動体験)
２人

４ 11/15
静岡県自然保護課

(株)環境アセスメントセンター
水ヶ塚駐車場

自然環境

(外来植物除去講習会)
２人

５ 11/20

静岡森林管理署
富士山環境
交流プラザ

林野庁施策

12人
富士山エコレンジャー連絡会

吉永代表幹事
活動の基本

６ 11/27

静岡県自然保護課

富士山環境

交流プラザ

静岡県施策

13人
静岡県富士山世界遺産センター

小林教授
自然関係①（地形）

静岡県警富士宮警察署

山岳遭難救助隊
危機管理
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エ エコレンジャー連絡会

総会の開催（令和４年６月 19 日に開催）

ａ 令和３年度事業報告

環境パトロール、研修会等の実施状況

ｂ 役員改選

代表幹事、幹事をエコレンジャーの中から選出、承認

・代表幹事 富士自然観察の会 吉永 耕一 氏 （再）

・幹 事 富士山の自然を守る会 小島 正 氏 （再）

富士山自然の森づくり 星野 輝一 氏 （再）

ＦＪエコチーム 鈴木 啓之 氏 （再）

富士山の自然を守る会 福原 みさよ 氏（再）

富士自然観察の会 齊藤 久美恵 氏（再）

ｃ 令和４年度事業計画

環境パトロール、研修会等の実施予定等

ｄ 富士山エコレンジャーの新規登録者について

富士山エコレンジャーへの再登録者

４ 富士山環境学習事業

（１） 環境学習事業

富士山環境保全意識の高揚を図るため、自然観察会を次のとおり、案内人と共

催で開催した。

（２） 活動体験事業

県、市、会員団体等と富士山における環境保全活動を実施した。

月日 コース名 場 所 人数 案 内 人

８/20
「富士山の恵み 柿田川」

親子で水に親しむ自然観察会
柿田川公園 45 名

（公財）柿田川みどりのトラスト

柿田川自然保護の会

No 月日 コース名 場 所 人数 指導者

1 ６/18 富士山ごみ減量大作戦Ⅰ 富士市桑崎 35 名
県、富士市、24 時間テレビ

チャリティー委員会と共催

2 ７/３ 富士山麓外来植物撲滅大作戦Ⅰ
水ヶ塚駐車場
（裾野市須山）

16 名
株式会社環境アセ
スメントセンター

3 10/15 富士山麓外来植物撲滅大作戦Ⅱ

富士宮口五合
目駐車場

（富士宮市粟倉）
６名

株式会社環境アセ
スメントセンター

4 10/22 富士山ごみ減量大作戦Ⅱ 裾野市須山 26 名
県、裾野市、24 時間テレビ

チャリティー委員会と共催

5 富士山ごみ減量大作戦Ⅲ 富士宮市村山
新型 コロナ ウイ ルス 感染症

の蔓延状況により中止
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（３） 学習リーフレット作成事業

ア 周知・啓発

ふじのくにの子どもたちに富士山への親しみや興味を喚起し、

富士山の自然を守り、大切にする心を育てるための電子書籍リー

フレット「富士山からの挑戦状」について、県内の小学校及び公

立図書館へ、電子書籍の存在を広く周知した。

そのほか、静岡県教育委員会の広報誌への掲載も行った。

※電子書籍ポータルサイト「Shizuoka e books」に掲載中

イ 「富士山からの挑戦状」を活用した教職員向け研修講座

令和３年度に実施したアンケート調査結果から、県内の子どもたちの富士山へ

の親しみや興味、富士山を大切にする心を育てることを目的とした「富士山学習」

の取組をさらに強化していく必要がある。

このため、既存の教職員向け研修講座に対して、「富士山からの挑戦状」の執筆・

監修者である、本会 副会長の「NPO 法人ふじ環境研究所 理事長 山田辰美 氏」

を講師として派遣し、「富士山学習」の講演を行った。

a 講演内容

ｂ 講演参加者の声（一部抜粋）

No 月日 場所 主催者 参加者 講演タイトル

1 ９月 28 日
総合教育センター

（掛川市）
県教育委員会 13名

SDGs 研修

～富士山の自然と文化の豊か

さ～

2 12月 20日
富士市教育プラザ

（富士市）
富士市教育委員会 27名

SDGs と富士山

－身近なふるさとや富士山か

ら地球環境を学ぶ－

l SDGｓ＝地球環境というイメージが大きく、何をしたらよいのか想像もつかなかったが身近な

富士山の環境を題材に分かりやすく説明していただいたのでためになりました。

l 総合的な学習の時間で SDGｓと富士山について学習していこうと思っているので美しい資料と

すべてのお話が役に立ちました。じゃんけんでクイズを出すのも子供たちが喜びそうなのでや

ってみたいです。

l 改めて富士山の魅力について考えることができました。さらに、子供たちもよく挑戦している

「富士山からの挑戦状」を自分も改めて見て、知らないこともあったなと気づくことができま

した。
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５ 会員活動支援事業

富士山憲章の周知定着と環境保全活動の更なる推進を図るため、会員の自主的

な環境保全活動を補助金により支援した。

（１） 富士山環境保全事業費補助金（限度額 10 万円）

・７会員に補助金交付決定

６会員の募集に対して７会員の申請があり、審査の結果全ての会員が規定を満

たすため、会員活動補助事業（応援金）から予算流用のうえ交付決定した。

（２） 富士山環境保全活動応援金（限度額３万円）

・11 会員に応援金を３万円ずつ、交付決定した（合計 33 万円）。

No 交付決定日 会 員 名 補助額 補助事業内容

１ ９/16 富士山の自然を守る会 60,840 円
富士山の環境保全を啓発するための
現地観察、学習会

２ ９/16
富士山世界遺産裾野市

民協議会
100,000 円

富士山の環境保全の啓発、及び安全

対策のための登山ガイド

３ ９/16 森のたね 100,000 円 富士山麓の森づくりのための勉強会

４ ９/16 富士山自然誌研究会 100,000 円
富士山の自然保護・保全啓発のため
の観察会及びセミナー

５ ９/16
柿田川・東富士の地下
水を守る連絡会

100,000 円
富士山麗の森林を保護するための防
護柵の設置、補修

６ ９/16
特定非営利活動法人土

に還る木森づくりの会
100,000 円

富士山の環境保全を啓発するための

教育教材作成

７ ９/16
認定特定非営利活動
法人富士山クラブ

100,000 円 富士山麓で行う里山体験イベント

合計 660,840 円

No 交付決定日 会 員 名

１ ９/16 特定非営利活動法人富士市のごみを考える会

２ ９/16 三島ゆうすい会

３ ９/16 富士山の自然を守る会

４ ９/16 富士山世界文化遺産裾野市民協議会

５ ９/16 森のたね

６ ９/16 富士山自然誌研究会

７ ９/16 柿田川・東富士の地下水を守る連絡会

８ ９/16 特定非営利活動法人土に還る木森づくりの会

９ ９/16 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

10 ９/16 富士自然観察の会

11 ９/16 特定非営利活動法人ふじ環境研究所
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（３） 富士山みがきあげ作戦の実施

五合目以下の道路等に捨てられたごみについて、地元企業等の自主的な実態

調査・清掃活動を促進するため、富士山みがきあげ作戦を支援した。

※清掃活動の参加者に対する傷害保険の提供や清掃活動時の備品（腕章・のぼり旗）の貸

出を行った。

（４） 会員活動傷害保険への加入

富士山地域における会員の森づくり活動、清掃活動、自然観察会等の環境保

全活動について、傷害保険に加入した。（延べ加入者 2,525 名、保険適用０人）

富士山エコレンジャー活動については、個人が特定されていることや活動を

頻繁に行っているため、ボランティア活動保険（個人・年間契約）に加入した。

※24 名（エコサポーター含む）。

６ 寄付金の受け入れ

マックスバリュ東海株式会社から 440,838 円の寄付を受納した。

なお、平成 15 年度から継続して寄付をいただいており合計の寄付金額は約 1,100 万

円となった。

No 活動日 実 施 団 体 参加人数

1 4/13

キリンディスティラリー株式会社

16 名

2 5/11 15 名

3 8/10 15 名

4 10/12 20 名

5 4/18 キヤノン株式会社 富士裾野リサーチパーク 12 名

6 5/14 冨士森永乳業株式会社 11 名

7 6/10
森永乳業株式会社富士工場

28 名

8 12/16 30 名

9 7/18 株式会社虎屋 御殿場工場 53 名

10 9/28 公益財団法人富士社会教育センター ４名

11 12/27 株式会社美幸輝 14 名

12 3/6
キリンディスティラリー株式会社

18 名

13 3/15 12 名

14 3/22 公益財団法人富士社会教育センター ５名

計 253 名
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７ 会員数の推移

入退会の内訳

退会の主な理由：会社都合、死亡、その他

３年度

会員数

４年度

入会数

４年度

退会数

４年度

会員数

正会員 258 ２ ２ 258

賛助会員 309 ７ ６ 310

計 567 ９ ８ 568

会員数の推移

年月日 正会員 賛助会員 合計（団体・個人） 増加

平成 12 年 3 月 31 日 124 27 151 －

平成 13 年 3月 31 日 135 31 166 15

平成 14 年 3月 31 日 138 33 171 5

平成 15 年 3 月 31 日 186 73 259 88

平成 16 年 3 月 31 日 209 131 340 81

平成 17 年 3 月 31 日 228 147 374 34

平成 18 年 3 月 31 日 224 160 384 10

平成 19 年 3 月 31 日 231 174 405 21

平成 20 年 3 月 31 日 234 179 413 8

平成 21 年 3 月 31 日 233 179 412 -1

平成 22 年 3 月 31 日 235 185 420 8

平成 23 年 3月 31 日 233 205 438 18

平成 24 年 3 月 31 日 239 223 462 24

平成 25年 3月 31 日 244 229 473 11

平成 26 年 3月 31 日 252 239 491 18

平成 27 年 3月 31 日 253 241 494 3

平成 28年 3月 31 日 254 241 495 1

平成 29 年 3月 31 日 256 246 502 7

平成 30年 3 月 31 日 266 269 535 33

平成 31 年３月 31日 262 282 544 9

令和２年３月 31日 260 291 551 7

令和３年３月 31 日 257 301 558 7

令和４年３月 31 日 258 309 567 9

令和 5年３月３1日 258 310 568 １
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【第２号議案】

令和４年度ふじさんネットワーク収支決算

１ 収入
・収入額増の主な要因は、企業からの寄付金の増。

（単位：円）

２ 支出

・支出額減の主な要因は、新型コロナウイルスの影響による事業の中止等。

(単位：円)

収入決算額 7,816,824 円－支出決算額 3,044,995 円＝4,771,829 円＝翌年度繰越額

№ 予算額 決算額 差　引 備考

1 （その他事業費で積算） 133,288 99,508 （予算時はその他事業費で積算）

1,650,000 1,280,360 ▲ 369,640

750,000 435,030 ▲ 314,970 情報誌のデザイン・印刷

900,000 845,330 ▲ 54,670 ホームページ運営管理

300,000 23,595 ▲ 276,405

200,000 23,595 ▲ 176,405 保険・講習会開催費用

100,000 0 ▲ 100,000 啓発物品作成

1,180,000 517,232 ▲ 662,768

330,000 75,732 ▲ 254,268 勉強会、自然観察会

700,000 441,500 ▲ 258,500 外来種駆除、草刈体験

150,000 0 ▲ 150,000 富士山からの挑戦状

1,715,000 1,090,520 ▲ 624,480

1,565,000 998,760 ▲ 566,240 会員活動補助金

150,000 91,760 ▲ 58,240 正会員に対する保険

6 2,855,000 0 ▲ 2,855,000 備品購入費等

7,700,000 3,044,995 ▲ 4,688,785

区　分

会議の開催

情報発信事業

(1)情報誌制作

(2)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運営

マナー啓発事業

(1)富士山ｴｺﾚﾝｼﾞｬｰ事業

(2)啓発物品作成事業

富士山環境学習事業

(1)環境学習事業

(2)活動体験事業

(3)学習リーフレット作成事業

会員活動支援事業

(1)会員活動補助事業

(2)傷害保険事業

その他事業費

合　計

2

3

4

5

№ 予算額 決算額 差　引 備考

1 3,150,000 3,150,000 0 静岡県

2 4,210,243 4,210,243 0 前年度繰越金

3 0 0 0

4 339,757 456,581 116,824 寄付金・預金利息

7,700,000 7,816,824 116,824

区　分

負担金

繰越金

繰入金

その他収入

合　計
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【第３号議案】

令和４年度富士山寄付記念品事業（特別事業）事業報告

１ 令和４年度収入額等（431,585 円（昨年同時期：454,327 円）

・SAVE Mt.FUJI 349 個（昨年同時期：179 個）

・花シリーズ（５個ｾｯﾄ） 200 個(40 ｾｯﾄ) （昨年同時期：230 個(46 ｾｯﾄ)）

・雲シリーズ（４個ｾｯﾄ） 960 個(240 ｾｯﾄ)（昨年同時期：672 個(168 ｾｯﾄ)）

・手ぬぐい 187 枚(昨年同時期：159 枚)

※年度末にまとめて配布数の精算を行う施設分は含まれていない。

２ 配布依頼先一覧

３ その他

令和５年２月 23 日、「富士山の日」フェスタ 2023（プラサヴェルデ）で、配付及び PR

を実施

No 施 設 名 所 在 地 備考

1 雲海荘 富士山富士宮ルート(六合目)

2 宝永山荘 同上

3 菊屋 富士山須走ルート(五合目)

4 東富士山荘 同上

5 富士川楽座 富士市

6 ギフトショップ東海道表富士 同上

7 富士山観光交流ビューロー 同上

8 浅間大社境内売店ここずらよ 富士宮市

9 秩父宮記念公園 御殿場市

10 国立中央青少年交流の家 同上

11 富士山樹空の森 同上

12 道の駅すばしり 小山町

13 富士山静岡空港内Ｙショップ 牧之原市

14 東海大学自然史博物館 静岡市清水区

15 富士山静岡空港免税店 牧之原市

16 道の駅あさぎり高原 富士宮市

17 田貫湖ふれあい自然塾 富士宮市

18 奇石博物館 富士宮市

19 御胎内温泉健康センター 御殿場市

20 山梨県立富士山世界遺産センター 山梨県富士河口湖町

21 静岡県立富士山世界遺産センター 静岡県富士宮市

22 日本平夢テラス 静岡市清水区

23 三保松原文化創造センター みほしるべ 静岡市清水区

24 佐野美術館 三島市

25 ベルナール・ビュッフェ美術館 駿東郡長泉町

26 静岡県立美術館 静岡市駿河区

27 ふじさんミュージアム 山梨県富士吉田市

28 森の駅「富士山」 裾野市須山字浅木塚地内
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【第４号議案】

令和４年度富士山寄付記念品事業（特別事業）収支決算

１ 収入

・収入額減の主な要因は、寄付記念品の配布依頼施設における来客者数が、新型コロ

ナウイルスの流行前の状況に回復していないこと等による。

（単位：円）

２ 支出

・寄付記念品として要望が高い SAVE Mt.FUJI を 5,000 個作成した。 （単位：円）

（注）科目間の流用を認める。

収入合計 2,155,507 円

支出合計 413,050 円

翌年度繰越 1,742,457 円

手ぬぐい「鏡富士」

No 区　分 予算額 決算額 差　引 備　　　考

1 寄付金 638,663 431,585 ▲ 207,078

2 繰越金 1,638,328 1,723,908 85,580 前年度繰越金

3 その他収入 9 14 5 預金利息

2,277,000 2,155,507 ▲ 121,493合計

No 区　分 予算額 決算見込額 差　引 備　　　考

1 記念品作成費 500,000 413,050 ▲ 86,950 SAVE Mt.FUJI　5,000個作成

2 予備費 1,777,000 0 ▲ 1,777,000

2,277,000 413,050 ▲ 1,863,950合計
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【第５号議案】

役員の改選（案）

＜ふじさんネットワーク役員改選後＞ 任期：令和５年度総会～令和７年度総会（１期：２年）

（役職別 五十音順 敬称略）

（参考）

幹 事

株式会社静岡新聞社・静岡放送株式会社東部総局 取締役東部総局長 海野 俊也

公益財団法人柿田川みどりのトラスト 会長 漆畑 信昭

住友林業株式会社富士山「まなびの森」サステナビリティ推進部長 飯塚 優子

特定非営利活動法人静岡自然環境研究会 理事長 増澤 武弘

特定非営利活動法人ふじ環境研究所 理事長 山田 辰美

特定非営利活動法人富士市のごみを考える会 事務長 小野 由美子

特定非営利活動法人ホールアース自然学校 代表理事 山崎 宏

日本放送協会静岡放送局 局長 角田 裕之介

認定特定非営利活動法人富士山クラブ 静岡事務所長 深澤 寛貴

富士急行株式会社 代表取締役社長 堀内 光一郎

富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事 吉永 耕一

富士山本宮浅間大社 宮司 甲田 吉孝

富士山をいつまでも美しくする会（小山町長） 込山 正秀

富士自然観察の会 会長 小澤 緑

森のたね 代表 井戸 直樹

静岡県くらし・環境部環境局 局長 杉本 昌一

監 事

アサヒビール株式会社静岡支社 支社長 荻野 庸省

マックスバリュ東海株式会社 経営企画本部戦略部広報・ＩＲ・社会

貢献Ｇマネージャー
長谷川 晋

役職 団体名 氏名

名誉会長 静岡県知事 川勝 平太

顧 問

環境省富士箱根伊豆国立公園管理事務所 所長 青柳 信太

国土交通省富士砂防事務所 所長 光永 健男

山梨県観光文化・スポーツ部 部長 落合 直樹

林野庁関東森林管理局静岡森林管理署 署長 猪股 英史
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ふじさんネットワーク役員改選前 （役職別 所属先五十音順 敬称略）令和５年６月３日現在

名誉会長 静岡県知事 川勝 平太

会 長 特定非営利活動法人静岡自然環境研究会 理事長 増澤 武弘

副 会 長

公益財団法人柿田川みどりのトラスト 会長 漆畑 信昭

特定非営利活動法人ふじ環境研究所 理事長 山田 辰美

静岡県くらし・環境部環境局 局長 杉本 昌一

幹 事

株式会社静岡新聞社・静岡放送株式会社東部総局 取締役東部総局長 海野 俊也

住友林業株式会社富士山「まなびの森」サステナビリティ推進部長 飯塚 優子

特定非営利活動法人富士市のごみを考える会 事務長 小野 由美子

特定非営利活動法人ホールアース自然学校 代表理事 山崎 宏

日本放送協会静岡放送局 局長 角田 裕之介

認定特定非営利活動法人富士山クラブ 静岡事務所長 深澤 寛貴

富士急行株式会社 代表取締役社長 堀内 光一郎

富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事 吉永 耕一

富士山本宮浅間大社 宮司 甲田 吉孝

富士山をいつまでも美しくする会（小山町長） 込山 正秀

富士自然観察の会 会長 小澤 緑

森のたね 代表 井戸 直樹

監 事

アサヒビール株式会社静岡支社 支社長 荻野 庸省

マックスバリュ東海株式会社 経営企画本部戦略部広報・ＩＲ・社会

貢献Ｇマネージャー
長谷川 晋

顧 問

環境省富士箱根伊豆国立公園管理事務所 所長 青柳 信太

国土交通省富士砂防事務所 所長 光永 健男

山梨県観光文化・スポーツ部 部長 落合 直樹

林野庁関東森林管理局静岡森林管理署 署長 猪股 英史
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【第６号議案】

令和５年度ふじさんネットワーク事業計画（案）

１ 情報発信事業

（１） ホームページ改修（スマートフォン対応）

ふじさんネットワークの活動等を広く発信するため、ホームページをスマート

フォンに対応した画面にリニューアルする。それに伴い、予算を増額変更。

（２） ふじさんネットワーク公式 Twitter 開設

ふじさんネットワーク事業における広報を強化するため、公式SNSを開設する。

従前の広報はふじさんネットワーク通信（会員向け）、ふじさんネットワークメ

ールマガジン（登録制）等の媒体による情報発信手段に限っていたが、若者世代

を中心に SNS による情報収集が一般化したため、ふじさんネットワークにおいて

も SNS を活用した情報発信を行う。

２ ふじさんネットワーク 25 周年記念プレイベント

「１日子どもエコレンジャー体験会」

富士山憲章の周知および定着並びに富士山の豊かな自然環境の保全及び継承を図るた

め、富士山エコレンジャーおよび富士山エコサポーターが活動している。

富士山の素晴らしさを知ってもらい、その保全活動の大切さを次世代を担う子どもた

ちに体験してもらうため、１日子どもエコレンジャー体験会を開催する。

令和６年度のふじさんネットワーク 25 周年記念イベントに向けて、令和５年度は試行

的に開催する。

項 目 内 容

日 程 令和５年７月開設予定

発信内容

・ふじさんネットワークメールマガジン

・各種イベントの募集

・活動成果 等

項 目 内 容

日 程 令和５年７月 22 日（予備日７月 29 日）

場 所 西臼塚、住友林業富士山「まなびの森」

対 象 小学４年生以上の親子

募 集 20 名程度

内 容

・富士山エコレンジャー体験活動（自然に親しむためのマナー

講習）

・自然散策等
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３ 年間事業計画（案）

区 分 内 容

１ 会議の開催

(1) 総 会 令和５年６月３日（土）

(2) 幹事会
①９月（ふじさんネットワーク25周年について）

②３月

２ 情報発信事業

(1) 情報誌の発行
ふじさんネットワーク情報誌(年２回)

ふじさんネットワーク通信（随時）

(2) ホームページの運営

ホームページの保守管理（４月契約）
ホームページ改修（スマートフォン対応）
メールマガジン発行
正会員の紹介動画(YouTube 動画)の掲載
→「富士市のごみを考える会」を紹介

(3) ＳＮＳの運用 各種情報提供

３ マナー啓発事業

(1) 富士山エコレンジャー事業 活動、研修及び装備費用

(2) 啓発物品作成事業
啓発物品作成、マナーガイドの印刷及び

電子書籍版の更新

４ 富士山環境
学習事業

(1) 環境学習事業

①自然観察会（柿田川） １回

②活動発表会（総会日と同日）１回※

③富士山勉強会（幹事会と同日）１回

(2) 活動体験事業

①富士山麓外来植物撲滅大作戦 ２回

②富士山の草原性植生保全活動体験 １
回

③ごみ減量大作戦 ３回

(3) 学習リーフレット作成事業
内容の改訂、講演（富士市、小山町の教
育機関を予定）

５ 会員活動
支援事業

(1) 富士山環境保全事業費補助金（７会員分）

(2) 富士山環境保全活動応援金（30 会員分）

(3) 富士山みがきあげ作戦（のぼり旗等の提供）

(4) 会員活動傷害保険への加入

６ふじさんネッ

トワーク 25 周

年記念プレイ

ベント

「１日子どもエコレンジャー

体験会」

令和５年７月 22 日開催

（予備日７月 29 日）
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【第７号議案】

令和５年度ふじさんネットワーク収支予算（案）

１ 収入

・県負担金及び寄付金は令和４年度と同額程度を見込む。

・新型コロナウイルスの影響による執行額減のため、繰越金は増額の見込み。

（単位：円)

２ 支出

・令和５年度予算額は、令和４年度予算額から 70 万円増となる見込み。

・令和３年度の新規事業「富士山環境保全活動応援金」は執行残を活用し、事業を継続。

（単位：円)

※科目間の流用は認める。

№ Ｒ４年度予算額 Ｒ５年度予算額 差　引 備考

1 （その他事業費内） 200,000 200,000 R5よりその他事業費から独立

1,650,000 2,750,000 1,100,000

750,000 750,000 0 情報誌のデザイン・印刷

900,000 2,000,000 1,100,000
ホームページ運営管理
スマートフォン対応

300,000 350,000 50,000

200,000 200,000 0 講習会開催費用

100,000 150,000 50,000
啓発物品作成
マナーガイド増刷

1,180,000 1,180,000 0

330,000 330,000 0 勉強会、自然観察会

700,000 700,000 0 外来種駆除、草刈体験

150,000 150,000 0 富士山からの挑戦状

1,715,000 1,815,000 100,000

1,565,000 1,665,000 100,000
補助金:70万円(10万円×7件)

応援金:96.5万円(3万円×約30件)

実績に基づく増（補助金６→７）

150,000 150,000 0 正会員に対する保険

6 0 500,000 500,000
1日子どもエコレン
ジャー体験会

7 2,855,000 1,605,000 ▲ 1,250,000
備品購入費等
（R6 ネットワーク25周
年記念事業費を含む）

7,700,000 8,400,000 700,000

区　分

会議の開催

情報発信事業

(1)情報誌制作

(2)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運営

マナー啓発事業

(1)富士山ｴｺﾚﾝｼﾞｬｰ事業

(2)啓発物品作成事業

富士山環境学習事業

(1)環境学習事業

(2)活動体験事業

(3)学習リーフレット作成事業

会員活動支援事業

(1)会員活動補助事業

(2)傷害保険事業

ふじさんネットワーク25
周年記念プレイベント

その他事業費

合　計

2

3

4

5

№ Ｒ４年度予算額 Ｒ５年度予算額 差　引 備考

1 3,150,000 3,150,000 0 Ｒ４年度と同様

2 4,210,243 4,771,829 561,586 前年度繰越金

3 0 0 0

4 339,757 478,171 138,414 寄付金・預金利息

7,700,000 8,400,000 700,000

区　分

負担金

繰越金

繰入金

その他収入

合　計
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【第８号議案】

令和５年度富士山寄付記念品事業（特別事業）事業計画（案）

富士山の環境保全への関心を高めるとともに、ふじさんネットワークの活動原資とする

ため寄付を募り、寄付者への記念品として「富士山ピンバッジ」及び「富士山手ぬぐい」

を配布する。

１ 配布協力先の新規開拓

引き続き、ピンバッジ及び手ぬぐいについて、配布協力先の新規開拓に努める。

２ ピンバッジ及び手ぬぐいの配布

ホームページを利用した県内外への協力の呼び掛けや各種イベント会場における呼び

掛けにより、環境保全活動への寄付金を募ると共に、寄付者に対し記念品を配布する。

【第９号議案】

令和５年度富士山寄付記念品事業（特別事業）収支予算（案）

１ 収入 （単位：円）

２ 支出 （単位：円）

（注）科目間の流用を認める

No 区　分
４年度
予算額

５年度
予算額

差　引 備　　　考

1 記念品作成費 500,000 0 ▲ 500,000

2 予備費 1,777,000 2,200,000 423,000

2,277,000 2,200,000 ▲ 77,000合計

No 区　分
４年度
予算額

５年度
予算額

差　引 備　　　考

1 寄付金 638,663 457,534 ▲ 181,129
ピンバッジは４年度並み
手ぬぐいは200本を見込む

2 繰越金 1,638,328 1,742,457 104,129 前年度繰越金

3 その他収入 9 9 0 預金利息

合計 2,277,000 2,200,000 ▲ 77,000
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ふじさんネットワーク会則

（名称）

第１条 この会は、ふじさんネットワーク（以下「ネットワーク」という。）と称する。

（目的）

第２条 ネットワークは、富士山憲章（平成10年11月18日制定）の周知及び定着を図るとともに、富士山の環

境保全運動を全国的な広がりをもって展開していくため、会員が自主的及び連携して活動することにより、富

士山を世界に誇れる山として保全し、その恵みを後世に継承していくことに寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 ネットワークは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 富士山憲章の周知、定着に関すること。

(2) 富士山の環境保全運動の展開に関すること。

(3) 会員の相互交流の促進に関すること。

(4) その他目的達成に必要な事項に関すること。

（会員の種類）

第４条 ネットワークの会員は、次の２種類とする。

(1) 正会員 国、県、市町村、法人、企業及び団体等であって、ネットワークの目的に賛同して入会したもの

(2) 賛助会員 ネットワークの目的に賛同し、協力するために入会した個人等

（入会）

第５条 正会員及び賛助会員として入会しようとするものは、入会申込書（様式第１号）を会長に提出し、会長

の承認を受けなければならない。

（退会）

第６条 会員は、退会しようとするときは、その旨を会長に届け出なければならない。

２ 会員である法人等が解散したとき又は会員が死亡したときは、退会したものとみなす。

（役員の種別及び選任）

第７条 ネットワークに、次の役員を置く。

(1) 会長 １人

(2) 副会長 若干名

(3) 幹事（会長及び副会長を含む） 10 人以上 20 人以内

(4) 監事 ２人

２ 役員は、正会員のうちから総会において選任する。

３ 会長及び副会長は幹事の互選により定める。

４ 幹事及び監事は、相互に兼ねることができない。

（役員の職務）
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第８条 会長は、ネットワークを代表し、会務を統括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

３ 幹事は、幹事会を構成し、会務を処理する。

４ 監事は、会計を監査する。

（役員の任期）

第９条 役員の任期は、２年とする。ただし、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。

２ 役員は、再任されることができる。

３ 役員は、辞任し、又は任期が満了した場合においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければ

ならない。

（名誉会長及び顧問）

第 10 条 ネットワークに、名誉会長及び顧問を置くことができる。

２ 名誉会長は、名誉職とし、総会の議決を経て定める。

３ 顧問は、幹事会の議決を経て会長が委嘱する。

４ 顧問は、重要な事項に関し会長の諮問に答える。

（会議）

第 11 条 ネットワークに、次の会議を置く。

(1) 総会

(2) 幹事会

（総会）

第 12 条 総会は、正会員で構成し、年一回を定例として会長が召集する。ただし、会長が必要と認めたときは

臨時総会を開くことができる。

２ 総会は、この会則に別に定めるもののほか、次の事項を審議、議決する。

(1) ネットワークの事業計画、収支予算、事業報告及び収支決算。ただし、総会の議決を受けることができな

い間は、年度開始前に開催する幹事会の承認による収支予算をもって執行することができる。

(2) その他会長が必要と認めた事項

３ 総会の議長は、その総会において、出席した正会員のうちから選任する。

４ 総会は、正会員の半数以上が出席（代理出席を含む。以下同じ。）しなければ、開くことはできない。

５ 総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決することができる。この場

合において、前項の規定の適用については、これを出席したものとみなす。

６ 総会の議事は、出席正会員の過半数で決し、可否同数のときは議長が決する。

（幹事会）

第 13 条 幹事会は、会長、副会長、幹事で構成し、会長が召集する。

２ 幹事会の議長は、会長がこれに当たる。

３ 幹事会は、この会則に別に定めるもののほか、次の事項を決定する。

(1) 総会の議決した事項の執行に関する事項

(2) 総会に付議すべき事項

(3) その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項
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（事務局）

第 14 条 ネットワークの事務を処理するため、ネットワークに事務局を置く。

２ 事務局は、静岡県くらし・環境部環境局自然保護課に置く。

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が定める。

（事業年度）

第 15 条 ネットワークの事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月 31 日をもって終わるものとする。

（解散）

第 16 条 ネットワークは、総会の議決により解散する。

（補足）

第 17 条 この会則に定めるもののほか、ネットワークの運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則

１ この会則は、平成 11 年 10 月 23 日から施行する。

２ この会の設立当初の役員は第７条第２項、第３項の規定にかかわらず、別紙役員等名簿の会長、副会

長、幹事、監査とし、その任期は第９条第１項の規定にかかわらず平成 13 年度の総会の日までとする。

３ この会の設立当初の顧問は、第 10条第 3項の規定にかかわらず、別紙役員等名簿のとおりとする。

４ この会の設立当初の事業年度は第15条の規定にかかわらず､設立の日から平成 12年 3月 31日までと

する。

附 則

この会則は、平成 14年 6 月 15 日から施行し、平成 14年 4月 1日から適用する。

附 則

この会則は、平成 16年 5 月 29 日から施行し、平成 16 年 4 月 1日から適用する。

附 則

この会則は、平成 17年 5 月 28 日から施行し、平成 17 年 4 月 1日から適用する。

附 則

この会則は、平成 19年 5 月 19 日から施行し、平成 19 年 4 月 1日から適用する。

附 則

この会則は、平成 22年 5 月 15 日から施行し、平成 22 年 4 月 1日から適用する。
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富士山は、その雄大さ、気高さにより、古くから人々に深い感銘を与え、「心

のふるさと」として親しまれ、愛されてきた山です。

富士山は、多様な自然の豊かさとともに、原生林をはじめ貴重な動植物の分

布など、学術的にも高い価値を持っています。

富士山は、私たちにとって、美しい景観や豊富な地下水などの恵みをもたら

しています。この恵みは、特色ある地域社会を形成し、潤いに満ちた文化を育

んできました。

しかし、自然に対する過度の利用や社会経済活動などの人々の営みは、富士

山の自然環境に様々な影響を及ぼしています。富士山の貴重な自然は、一度壊

れると復元することは非常に困難です。

富士山は、自然、景観、歴史・文化のどれひとつをとっても、人間社会を写

し出す鏡であり、富士山と人との共生は、私たちの最も重要な課題です。

私たちは、今を生きる人々だけでなく、未来の子供たちのため、その自然環

境の保全に取り組んでいきます。

今こそ、私たちは、富士山を愛する多くの人々の思いを結集し、保護と 適正

な利用のもとに、富士山を国民の財産として、世界に誇る日本のシンボルとし

て、後世に引き継いでいくことを決意します。

よって、静岡・山梨両県は、ここに富士山憲章を定めます。

１ 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

１ 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

１ 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

１ 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

１ 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成１０年１１月１８日

静 岡 県

山 梨 県


